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〇原則として見直しが必要な区分（２,３号認定子ども）

±10％以上の乖離：全区0歳、東区1,2歳、南区1,2歳、南区3～5歳、美原区3～5歳

〇今回、見直しを行う区分（２,３号認定子ども）

「原則として見直しが必要な区分」以外の区分についても、直近の人口動態や要保育率の動きなどを反映させるべく、全区分の見直しを行うこととする。

令和3年4月1日時点の教育・保育給付認定区分ごとの子どもの「実績値」が、市計画における「量の見込み」と比較し、±10％以上の乖離(量の見込み

に対する実績値が90%以下又は110%以上)がある場合には、原則として見直しが必要となる。

なお、見直しの考え方は、「第二期市町村子ども・子育て支援事業計画等に関する中間年の見直しのための考え方について（令和4年3月18日内閣府子

ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当）通知）」において、示されている。

国が示す市町村子ども・子育て支援事業計画の見直しの考え方

【令和3年4月1日時点の2,3号認定子ども】 単位（人）

0歳 1,2歳 3～5歳 0歳 1,2歳 3～5歳 0歳 1,2歳 3～5歳

堺区 331 1,157 1,657 258 1,174 1,633 77.9% 101.5% 98.6%

中区 318 1,114 1,814 222 1,087 1,706 69.8% 97.6% 94.0%

東区 171 701 1,125 152 783 1,099 88.9% 111.7% 97.7%

西区 290 1,167 1,702 237 1,124 1,699 81.7% 96.3% 99.8%

南区 248 1,159 2,106 178 1,005 1,827 71.8% 86.7% 86.8%

北区 536 1,770 2,580 395 1,764 2,372 73.7% 99.7% 91.9%

美原区 78 262 455 52 250 392 66.7% 95.4% 86.2%

量の見込み(A) 実績値（B） 乖離（B/A）

【令和3年4月1日時点の1号認定子ども】 単位（人）

量の見込み（Ａ） 実績値（Ｂ） 乖離（Ｂ/Ａ）

1号 8,941 9,524 106.5%

【「量の見込み」の算出の考え方】

就学前児童数と要保育率（申込者数実績/就学前児童数）から「量の見込み(申込者数)」を算出

・就学前児童数については、直近の傾向を反映させるために、令和3年度から令和4年度への各年齢の児童数の増減率を参照

・要保育率は、令和3,4年度と市全体の申込者数が横ばいになっていることから、令和4年度がピークと想定し、当該年度の要保育率を参照

【算出方法】

①各年齢の児童数の推移を基に増減率を算出

・令和3年度の年齢から令和4年度の年齢への推移で増減率を算出(例:0歳→1歳の場合はR4の1歳人口/R3の0歳人口＝増減率)

・0歳については、同じ0歳枠で、令和3年度から令和4年度への推移で増減率を算出(例:R4の0歳人口/R3の0歳人口＝増減率)

②R4の各年齢の児童数にR3→R4の増減率(①)を乗じて、R5の就学前児童数を算出し、R5の各年齢の児童数にR3→R4の増減率(①)を乗じて、

R6の就学前児童数を算出

③②で算出したR5,6の就学前児童数に、R4の要保育率を乗じて、R5,6の「量の見込み(申込者数)」を算出

例：堺区

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

R3 992 913 1019 1086 1058 1068

R4 984 971 935 1024 1086 1056
実績値

就学前児童数

【増減率】

0歳→0歳 0歳→1歳 1歳→2歳 2歳→3歳 3歳→4歳 4歳→5歳

R3→R4 99.2% 97.9% 102.4% 100.5% 100.0% 99.8%

①

【就学前児童数】

【０歳】

R5見込値

976

R6見込値

968

R3実績値

992

R4実績値

984

99.2% 99.2% 99.2%

0歳の増減率99.2%を乗じて算出

②

【要保育率】

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

R4 27.9% 61.1% 64.5% 51.8% 50.3% 50.7%

【量の見込み(申込者数)】

R5見込値(0歳) R5量の見込み R6見込値(0歳) R6量の見込み

976 272 968 270

27.9% 27.9%

各年齢の見込値に要保育率を乗じて算出(例:0歳)

③

単位(人)

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 1・2歳 ３～５歳 計

R3 258 557 617 563 546 524 1174 1633 3065

R4 275 593 603 530 546 535 1196 1611 3082

R5 272 588 641 487 515 550 1229 1552 3053

R6 270 584 636 517 473 518 1220 1508 2998

量の見込み(申込者数)

実績値

見込値

同様の方法で、全区、全年齢の見直しを行う。


